
6．グラフで見る2008年のデータ
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2008年の解析結果のまとめ

₁ ．良性腫瘍の部位別登録数と登録割合
　男性の良性腫瘍の登録数は₇,₈₇3例であり、その中で最も多かったのは結腸4,₉₁₈例
（₆2.₅％）で、次いで直腸₆3₈例（₈.₁％）であり、結腸と直腸で良性腫瘍の₇0.₆％を占めてい
た。次に多いのが胃₆03例（₇.₇％）、皮膚₅0₈例（₆.₅％）、結合組織4₇2例（₆.0％）であっ
た。（図 a ⊖ ₁ 、表 a ⊖ ₁ ）
　女性の良性腫瘍の登録数は₇,₉₅0例であり、その中で最も多かったのは結腸2,₆₅3例
（33.4％）で、次いで子宮体部₁,3₈4例（₁₇.4％）、皮膚₈2₅例（₁0.4％）であった。（図 a ⊖ 2 、
表 a ⊖ 2 ）

2 ．悪性腫瘍の部位別登録数と登録割合
　男性の悪性腫瘍の登録数は₉,₈3₉例であり、その中で最も多かったのは胃2,₁₅₆例（2₁.₉％）
であり、次いで結腸₁,₅₁4例（₁₅.4％）、前立腺₁,223例（₁2.4％）、肺₈3₈例（₈.₅％）、直腸₇₅2
例（₇.₆％）であった。（図 b ⊖ ₁ 、表 b ⊖ ₁ ）
　女性の悪性腫瘍の登録数は₇,₈₅₆例であり、その中で最も多かったのは乳房₁,₇₈2例
（22.₇％）であり、次いで結腸₁,₁0₉例（₁4.₁％）、胃₉4₇例（₁2.₁％）、子宮頸部₅₁₁例（₆.₅％）、
直腸4₅3例（₅.₈％）であった。結腸と直腸を合わせた大腸がんの登録数は₁,₅₆2例（₁₉.₉％）
で、近年乳がんの登録数を上回っていたが、200₇年、200₈年はともに乳がんが最も多い。
（表 b ⊖ ₁ 、表 b ⊖ 2 ）

3 ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の登録数・登録率（人口₁0万対）（図 c ⊖ ₁ 、
c ⊖ 2 、c ⊖ 3 、表 c ⊖ ₁ 、c ⊖ 2 ）

　二次保健医療圏別に登録数をみると、男性では広島が4,0₁₇例で最も多く、次いで呉₁,0₅2
例、福山・府中₇₅2例、尾三₅₉₈例、広島西4₆3例、備北4₁₁例、広島中央2₉₇例であった。医
療圏不明は₁,₉₁4例（₁₉.₅％）で高い割合を占めていたが、昨年の医療圏不明割合（2₁.₇％）
よりは減少していた。女性では、広島が3,0₉₉例で最も多く、次いで呉₇₅4例、福山・府中
₅₉₇例、尾三₅2₅例、広島西33₈例、備北3₁₆例、広島中央2₈₁例だった。医療圏不明は₁,₆₆3
例で全体の2₁.2％と高い割合を占めていた。
　二次保健医療圏別の登録率（人口₁0万対）は、男性では広島が420.₇で最も高く、次い
で、備北、呉、広島西が400前後となっていた。尾三、広島中央、福山・府中では200前後
であった。女性では広島、備北、広島西、呉、が300前後で高く、尾三22₆.₁、広島中央
₁₇2.₁、福山・府中が₁44.4と低くなっていた。
　福山・府中圏域では、昨年同様多数の症例を登録している 2施設からの病理診断報告書
に住所の記載がなく、それらの登録症例が医療圏不明として取り扱われたため、登録率が
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見かけ上低くなっていた（福山・府中圏域として登録された症例は、少数の住所判明例お
よび他圏域の医療機関からの登録である）。しかしながら、200₈年登録例からは参加施設が
₁0施設増加し、昨年の登録例数よりも大きく増加していた。
　200₈年の登録では、広島圏域や広島中央圏域の主要な施設、および尾三圏域のいくつか
の施設からの登録で、住所が不明なものがあった。したがって、福山・府中圏域だけでな
く、これらの圏域での登録率も、見かけ上低くなっていると考えられる。二次保健医療圏
別の登録率の解釈には注意が必要である。
　部位別の登録率は、男性では備北のみ結腸が高かったが、それ以外の圏域では胃が高
かった。女性ではどの圏域でも乳房が最も高かった。

4．二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度（I/M比）
　I/M比は罹患数を死亡数で除したものであり、地域がん登録（臨床登録）において登録
精度（カバー率）の指標として用いられる。ここでは、罹患数を登録数に置きかえて、「登
録数／死亡数比」を I/M比として考えて、参考値として算出した。I/M比が大きいほど登
録状況がよいことを示す。
　二次保健医療圏別には、男女とも登録率の高かった圏域（広島、広島西、呉、備北）で
I/M比が男女ともに 2 程度であったのに対して、登録率の低かった圏域（広島中央、福
山・府中、尾三）では ₁程度と低くかった。しかしながら、福山・府中は登録施設数の増
加により昨年の0.₁から ₁ 程度と精度は向上していた。全体として全登録数のうち住所不明
の登録が多く、結果的に医療圏不明のものの割合が約 2割を占めていることから、見かけ
上の登録率は低くなり、医療圏別の I/M比は低くなっていると思われる。（表 d）

₅．悪性腫瘍の部位別死亡者数と死亡割合
　広島県における男性の悪性腫瘍死亡数は4,₇₉₉人で、肺が₁,₁₇3人（24.4％）と最も多く、
次いで肝臓₇₁3人（₁4.₉％）、胃₆₈3人（₁4.2％）であった。（図 e ⊖ ₁ 、表 e ⊖ ₁ ）
　女性の悪性腫瘍死亡数は3,23₇人で、肺が4₆₆人（₁4.4％）で最も多く、次いで胃4₁4人
（₁2.₈％）、肝臓33₆人（₁0.4％）であった。（図 e ⊖ 2 、表 e ⊖ 2 ）

₆ ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口₁0万対、₁₉₈₅年日本
モデル人口で調整）

　二次保健医療圏別悪性腫瘍死亡数は、男性では広島が最も多く₁,₉04人、次いで福山・府
中₉03人、尾三₆₁₇人、呉₆02人、広島中央34₈人、備北234人、広島西₁₉₁人であった。死亡
率を二次保健医療圏別に見ると、呉20₉.2が最も高く、次いで尾三20₅.3、福山・府中
₁₉₇.3、広島中央₁₉0.₅、広島₁₈3.₉、備北₁₇₆.2、広島西₁4₇.2であった。すべての二次保健医
療圏で肺がんの死亡率が最も高かった。（図 f ⊖ ₁ 、f ⊖ 2 、表 f ⊖ ₁ ）
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　一方、女性の二次保健医療圏別悪性腫瘍死亡数は広島が最も多く₁,304人、次いで福山・
府中₅₈0人、呉40₅人、尾三3₈₈人、広島中央24₅人、広島西₁₆4人、備北₁₅₁人であった。ま
た死亡率は、二次保健医療圏別に見ると、すべての圏域が、備北の₈₈.₇から広島中央の₉₅.₆
までの間に分布した。部位別には、広島、呉、尾三、福山・府中で肺がんの死亡率が最も
高かったが、広島中央では肝臓がん、備北では胃がん、広島西では乳がんの死亡率が最も
高かった。（図 f ⊖ ₁ 、f ⊖ 3 、表 f ⊖ 2 ）

₇ ．（参考）広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口₁0万対、₁₉₈₅年日本人モデ
ル人口で調整）

　広島県における悪性腫瘍死亡数は男性4,₇₇4人、女性3,220人、合計₇,₉₉4人であった。悪性
腫瘍死亡率（人口₁0万対）は、男性では全国が₁₈₈.₉に対し広島県は₁₉₁.₉、女性では全国が
₉4.2に対し広島県は₉4.3でほぼ全国のがん死亡率と同程度であった。主要部位別にみると、
男性、女性ともに肝臓がんの死亡率が全国よりも高い傾向にあった。（表 g ⊖ ₁ 、g ⊖ 2 ）

₈ ．（参考）　悪性腫瘍の主要部位別登録数・登録割合の経年変化（₁₉₉3～200₈年）
　男性の悪性腫瘍登録数は、₁₉₉3年の₅,₉₁₉例から200₈年の₉,₈3₉例と増加していた。全期間
を通して胃がんが最も多く年間₁₈00例前後であったが、200₈年には2,000例を超えて2,₁₅₆例
になった。次いで結腸がんが年間₁,300例前後であったが、200₈年には₁,₅₁4例と増加傾向に
あった。特に前立腺がんは₁₉₉0年代後半から急激に登録数が増加し、₁₉₉3年から2000年ま
での間に約 4倍に増加した。しかし、その後増加するものの₁,₁00～₁,200例程度で推移して
いる。また肺がん、膀胱がんも登録数の増加が著しい。全体に占める割合は、胃がんは約
30％から約20％に低下していた。前立腺がんが₅.₁％だったのが₁2％まで増加しており、登
録数全体に対する割合が大きく増加していた。（図 h ⊖ ₁ 、図 h ⊖ 2 、表 h ⊖ ₁ ）
　女性の悪性腫瘍登録数は、₁₉₉3年の4,₆4₅例から200₈年の₇,₈₅₆例と増加していた。₁₉₉3年
から₁₉₉₇年までは胃がんがもっとも多く、₁₉₉₇年から2002年までは胃がん、結腸がん、乳
がんが年間₈00例から₉00例と同程度であった。2004年以降は、乳がんの登録数が急激に増
加し、200₈年には₁,₇00例を超えており、₁₉₉₇年から200₇年までの₁0年間で約2.4倍になって
いた。2000年代に入ってからの乳がんの急激な増加は、ピンクリボン運動の推進やコア
ニードル生検の普及が影響していると考えられる。また、肺がんは₁₉₉₇年までは200例以 

下であったが、2000年以降の増加が著しく、200₈年には44₉例となっていた。（図 h ⊖ 3 、 

図 h ⊖ 4 、表 h ⊖ 2 ）
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1 ．良性腫瘍の部位別登録数と登録割合

図 a − 2 　良性腫瘍の部位別登録割合（女性、2008年）

（登録数　7,950例）
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図 a − 1 　良性腫瘍の部位別登録割合（男性、2008年）
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表 a − 1 　良性腫瘍の部位別登録数と全体に占める割合（男性、2008年）

登録数 割合（％）
結 腸 4,₉₁₈ ₆2.₅
直 腸 ₆3₈ ₈.₁
胃 ₆03 ₇.₇

皮 膚 ₅0₈ ₆.₅
結合組織 4₇2 ₆.0
口 腔 20₇ 2.₆
そ の 他 ₅2₇ ₆.₇
合 計 ₇,₈₇3 ₁00.0

表 a − 2 　良性腫瘍の部位別登録数と全体に占める割合（女性、2008年）

登録数 割合（％）
結 腸 2,₆₅3 33.4
子宮体部 ₁,3₈4 ₁₇.4
皮 膚 ₈2₅ ₁0.4
卵 巣 ₇3₉ ₉.3
結合組織 4₈₇ ₆.₁
直 腸 34₆ 4.4
乳 房 32₈ 4.₁
胃 2₉₁ 3.₇

そ の 他 ₈₉₇ ₁₁.3
合 計 ₇,₉₅0 ₁00.0
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2 ．悪性腫瘍の部位別登録数と登録割合

図 b − 2 　悪性腫瘍の部位別登録割合　（女性、2008年）

（登録数　7,856例）
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図 b − 1 　悪性腫瘍の部位別登録割合（男性、2008年）
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表 b − 1 　悪性腫瘍の部位別登録数と全体に占める割合（男性、2008年）

登録数 割合（％）
胃 2,₁₅₆ 2₁.₉

結 腸 ₁,₅₁4 ₁₅.4
前 立 腺 ₁,223 ₁2.4
肺 ₈3₈ ₈.₅

直 腸 ₇₅2 ₇.₆
膀 胱 ₆0₇ ₆.2
食 道 3₆₅ 3.₇
腎・ 尿 路 340 3.₅
肝 臓 2₉₈ 3.0
リンパ腫＊ 2₇4 2.₈
そ の 他 ₁,4₇2 ₁₅.0
合 計 ₉,₈3₉ ₁00.0

表 b − 2 　悪性腫瘍の部位別登録数と全体に占める割合（女性、2008年）

登録数 割合（％）
乳 房 ₁,₇₈2 22.₇
結 腸 ₁,₁0₉ ₁4.₁
胃 ₉4₇ ₁2.₁

子宮頸部 ₅₁₁ ₆.₅
直 腸 4₅3 ₅.₈
肺 44₉ ₅.₇

甲 状 腺 4₁0 ₅.2
皮 膚 ＊＊ 2₈₅ 3.₆
子宮体部 2₇4 3.₅
リンパ腫＊ 23₆ 3.0
そ の 他 ₁,400 ₁₇.₈
合 計 ₇,₈₅₆ ₁00.0

＊白血病は含まない
＊＊悪性黒色腫は含まない
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3 ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率
（人口₁0万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整）

図 c − 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の登録率（男性、2008年）
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図 c − 1 　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍全部位の登録率
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表 c − 1 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率　男性（人口10万対）

　　　医療圏

　部　位　　　　

登　　　録　　　数　　（登録率）

広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

胃 ₇₉₅
（₈₁.2）

₈₅
（₆₉.₈）

2₈₅
（₁0₈.4）

₈0
（4₉.₈）

₁2₈
（₅0.₅）

₁₆₉
（3₈.₈）

₈2
（₇₅.₇）

結　　　腸 ₆₁₉
（₆4.4）

₈₅
（₆₉.₅）

₁₉₁
（₇4.₇）

3₇
（23.0）

₉3
（3₇.₉）

₈₇
（20.₈）

₇₅
（₈₇.2）

前　立　腺 ₅42
（₅2.4）

₆₈
（₅₁.₆）

₁0₈
（3₆.₁）

2₇
（₁₅.0）

₆4
（24.₁）

₁20
（2₅.₈）

₇3
（₆0.4）

肺 3₅₆
（3₇.₁）

30
（24.4）

₈₆
（3₁.₅）

₁₇
（₁0.₅）

4₆
（₁₇.2）

₆0
（₁3.4）

34
（32.₆）

直　　　腸 32₉
（3₆.₅）

30
（2₅.₆）

₆₇
（2₆.2）

33
（2₁.₅）

₅₆
（2₅.4）

₆₁
（₁₆.3）

23
（2₇.₆）

膀　　　胱 23₇
（23.₈）

2₉
（22.₇）

₅₆
（₁₉.₆）

₁0
（₅.₈）

34
（₁₁.₇）

₈₉
（₁₉.0）

3₁
（2₅.₇）

食　　　道 ₁₇3
（₁₇.₈）

₁₉
（₁₅.₉）

3₁
（₁2.₉）

₁₁
（₆.₅）

₉
（3.₉）

3₁
（₇.₈）

₁₇
（₁₇.3）

そ　の　他 ₉₆₆
（₁0₇.₆）

₁₁₇
（₁0₆.₅）

22₈
（₁0₁.₅）

₈2
（₅4.4）

₁₆₈
（₆₉.₅）

₁3₅
（33.₈）

₇₆
（₈₇.₁）

合　　　計 4,0₁₇
（420.₇）

4₆3
（3₈₆.₁）

₁,0₅2
（4₁0.₉）

2₉₇
（₁₈₆.₆）

₅₉₈
（240.₁）

₇₅2
（₁₇₅.₈）

4₁₁
（4₁3.₇）

医療圏不明 1,914例　　県外 335例

　　　医療圏

　部　位　　　　

登　　　録　　　数　　（登録率）

広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

乳　　　房 ₇₁4
（₈0.₅）

₈₇
（₈0.3）

₁3₉
（₆4.₇）

₆₅
（4₇.3）

₁₁₉
（₅₉.2）

₁₅0
（43.₇）

4₆
（₆₅.₁）

結　　　腸 42₆
（3₆.4）

₅0
（2₉.3）

₁4₈
（40.3）

2₆
（₁0.0）

₆4
（₁₉.₆）

₇₅
（₁3.₉）

₆₁
（₅3.₅）

胃 3₆₆
（30.₈）

43
（32.₁）

₉0
（2₆.2）

3₈
（₁₉.₇）

₆4
（₁₈.3）

₇₇
（₁4.2）

₆0
（3₈.3）

子 宮 頸 部 20₅
（2₈.₆）

₁₆
（23.₁）

3₇
（2₆.₉）

₁₆
（₁4.₅）

3₇
（30.₉）

₅3
（20.₅）

₁₈
（43.0）

直　　　腸 ₁₇₁
（₁₆.₆）

₁₈
（₁2.₅）

₅2
（₁₉.₅）

24
（₁3.₅）

2₅
（₈.4）

32
（₆.₁）

20
（₁4.4）

肺 ₁₉₈
（₁₈.₁）

2₁
（₁4.4）

3₅
（₁3.₆）

₉
（4.₆）

20
（₇.0）

2₉
（₅.₈）

₁3
（₁₁.₈）

甲　状　腺 ₁₈₁
（2₁.3）

₁₆
（₁₉.4）

2₉
（₁4.₇）

₁₈
（₁3.₁）

4₇
（2₈.₅）

23
（₇.₈）

₁0
（₁₁.₈）

そ　の　他 ₈3₈
（₇₈.₁）

₈₇
（₇₁.4）

224
（₈₇.₅）

₈₅
（4₉.3）

₁4₉
（₅4.2）

₁₅₈
（32.3）

₈₈
（₇2.0）

合　　　計 3,0₉₉
（3₁0.4）

33₈
（2₈2.4）

₇₅4
（2₉3.₅）

2₈₁
（₁₇2.₁）

₅2₅
（22₆.₁）

₅₉₇
（₁44.4）

3₁₆
（30₉.₉）

医療圏不明 1,663例　　県外 283例
注）登録率は人口₁0万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整

表 c − 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率　女性（人口10万対）
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表 d　医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度

男　　性 女　　性
登録数 死亡数 I/M比 登録数 死亡数 I/M比

広島県全体 ₉,₅04 4,₇₉₉ 2.0 ₇,₅₇3 3,23₇ 2.3
広 島 4,0₁₇ ₁,₉04 2.₁ 3,0₉₉ ₁,304 2.4
広 島 西 4₆3 ₁₉₁ 2.4 33₈ ₁₆4 2.₁

呉 ₁,0₅2 ₆02 ₁.₇ ₇₅4 40₅ ₁.₉
広 島 中 央 2₉₇ 34₈ 0.₉ 2₈₁ 24₅ ₁.₁
尾 　 三 ₅₉₈ ₆₁₇ ₁.0 ₅2₅ 3₈₈ ₁.4
福山・府中 ₇₅2 ₉03 0.₈ ₅₉₇ ₅₈0 ₁.0
備 北 4₁₁ 234 ₁.₈ 3₁₆ ₁₅₁ 2.₁

注1）広島県外住所のものは除く
注2）医療圏不明例があるために、圏域別登録数の合計は県全体と一致しない。

4 ．医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度　（I/M 比）
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5 ．悪性腫瘍の部位別死亡者数と死亡割合

図 e − 2 　悪性腫瘍死亡の部位別割合（女性、2008年）

（死亡数　3,237人）
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図 e − 1 　悪性腫瘍死亡の部位別割合（男性、2008年）
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表 e − 1 　悪性腫瘍の部位別死亡者数と全体に占める割合（男性、2008年）

死亡数 割合（％）
肺 ₁,₁₇3 24.4

肝 臓 ₇₁3 ₁4.₉
胃 ₆₈3 ₁4.2

膵 臓 2₉₈ ₆.2
結 腸 2₉3 ₆.₁
前 立 腺 230 4.₈
直 腸 ₁₉₇ 4.₁
食 道 ₁₇₈ 3.₇
胆嚢・胆管 ₁₇₇ 3.₇
リンパ腫＊ ₁30 2.₇
そ の 他 ₇2₇ ₁₅.₁
合 計 4,₇₉₉ ₁00.0

死亡数 割合（％）
肺 4₆₆ ₁4.4
胃 4₁4 ₁2.₈

肝 臓 33₆ ₁0.4
結 腸 3₁0 ₉.₆
膵 臓 2₉₇ ₉.2
乳 房 2₆₅ ₈.2
胆嚢・胆管 ₁₈₈ ₅.₈
子 宮 ₁20 3.₇
直 腸 ₁₁₆ 3.₆
リンパ腫＊ ₁0₉ 3.4
そ の 他 ₆₁₆ ₁₉.0
合 計 3,23₇ ₁00.0

＊白血病は含まない

表 e − 2 　悪性腫瘍の部位別死亡者数と全体に占める割合（女性、2008年）
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6 ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口10万対）
（人口₁0万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整）

図 f − 1 　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍全部位の死亡率
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図 f − 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の死亡率（男性、2008年）

0

10

20

30

40

50

60

肺 肝　臓 胃 膵　臓 結　腸 前立腺 直　腸

死
亡
率

(人
口
１
０
万
対

）

広島

広島西

呉

広島中央

尾　三

福山・府中

備北

図 f − 3 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の死亡率（女性、2008年）

0

5

10

15

20

25

肺 胃 肝　臓 結　腸 膵　臓 乳　房 胆　嚢

死
亡
率

（
人
口
１
０
万
対
）

広島

広島西

呉

広島中央

尾　三

福山・府中

備北



─ 22 ─

表f − 1 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口10万対）（男性、2008年）

　　　医療圏

　部　位　　　　

死　　　亡　　　数　　（死亡率）

広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

肺 4₅₉
（43.3）

3₇
（2₆.2）

₁₅0
（4₉.₈）

₉4
（4₉.4）

₁₆0
（₅₅.0）

223
（4₈.0）

₅0
（34.₈）

肝 臓 2₉₆
（2₈.₈）

2₅
（20.₉）

₈4
（30.3）

42
（22.4）

₉₁
（3₁.₇）

₁3₇
（3₁.4）

3₈
（3₁.₇）

胃 24₅
（24.2）

2₇
（20.2）

₁02
（3₅.₆）

42
（22.₈）

₉₅
（32.2）

₁3₅
（2₉.4）

3₇
（2₆.₈）

膵 臓 ₁₁₅
（₁₁.3）

₇
（₅.4）

40
（₁4.₁）

2₉
（₁₇.₁）

3₈
（₁4.₁）

₅3
（₁₁.₅）

₁₆
（₁4.₅）

結 腸 ₁3₅
（₁3.2）

₁4
（₁0.₈）

33
（₁₁.2）

2₁
（₁₁.2）

3₁
（₈.₈）

4₅
（₁0.0）

₁4
（₉.2）

前 立 腺 ₈₁
（₆.₈）

₁₅
（₉.3）

2₇
（₇.₈）

₁3
（₆.₇）

2₈
（₇.₆）

₅2
（₉.₈）

₁4
（₇.₁）

直 腸 ₈2
（₈.2）

₁0
（₈.3）

2₁
（₇.₉）

20
（₁2.3）

24
（₇.₈）

32
（₇.₅）

₈
（₆.2）

そ の 他 4₉₁
（4₈.2）

₅₆
（4₆.0）

₁4₅
（₅2.₅）

₈₇
（4₈.₆）

₁₅0
（4₈.0）

22₆
（4₉.₈）

₅₇
（4₆.0）

合 計 ₁,₉04
（₁₈3.₉）

₁₉₁
（₁4₇.2）

₆02
（20₉.2）

34₈
（₁₉0.₅）

₆₁₇
（20₅.3）

₉03
（₁₉₇.3）

234
（₁₇₆.2）

　　　医療圏

　部　位　　　　

死　　　亡　　　数　　（死亡率）

広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

肺 ₁₈2
（₁2.3）

2₁
（₁₁.₁）

₆0
（₁3.₅）

34
（₁₁.₉）

₆4
（₁4.₁）

₈₁
（₁3.0）

24
（₁3.0）

胃 ₁₆3
（₁₁.₆）

₁₅
（4.₈）

₅0
（₈.₆）

2₈
（₁0.4）

₆0
（₁2.₈）

₇₆
（₁₁.₅）

22
（₁3.₇）

肝 臓 ₁2₇
（₇.₉）

₁3
（₇.2）

3₉
（₉.4）

33
（₁3.₁）

40
（₇.₈）

₆₈
（₉.₇）

₁₆
（₉.₆）

結 腸 ₁2₈
（₈.0）

₁₅
（₆.4）

40
（₈.₇）

2₅
（₇.3）

3₆
（₇.4）

₅0
（₆.3）

₁₆
（₈.₅）

膵 臓 ₁₁0
（₇.3）

2₅
（₁₁.₇）

30
（₆.2）

2₆
（₁₁.2）

2₇
（₅.₅）

₆₇
（₁0.3）

₁2
（₅.0）

乳 房 ₁₁₆
（₁₁.0）

2₅
（2₁.₉）

34
（₁2.₆）

₁₈
（₁0.₉）

2₅
（₁2.₁）

3₉
（₉.₇）

₈
（₇.₆）

胆嚢・胆管 ₈2
（4.4）

₈
（4.₆）

2₅
（4.4）

₁₁
（2.₆）

24
（₅.3）

33
（3.₈）

₅
（₁.₆）

そ の 他 3₉₆
（2₈.₇）

42
（2₁.₈）

₁2₇
（3₁.4）

₇0
（2₈.2）

₁₁2
（2₉.3）

₁₆₆
（2₉.₉）

4₈
（2₉.₇）

合 計 ₁,304
（₉₁.2）

₁₆4
（₈₉.4）

40₅
（₉4.₇）

24₅
（₉₅.₆）

3₈₈
（₉4.₅）

₅₈0
（₉4.4）

₁₅₁
（₈₈.₇）

注）死亡率は人口10万対、1985年日本モデル人口で調整

表f − 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口10万対）（女性、2008年）
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7 .（参考）　広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率

膵 臓 結 腸 前 立 腺 直 腸

死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 2₉₅ ₁2.2 2₉2 ₁₁.₇ 22₈ ₇.₆＊ ₁₉₆ ₈.3

全 国 ₁3,₇03 ₁2.₉ ₁4,4₈2 ₁3.2 ₉,₉₈₉ ₈.₁ ₈,₉3₇ ₈.₆

全 部 位 肺 肝 臓 胃

死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 4,₇₇4 ₁₉₁.₉ ₁,₁₆4 4₅.₇ ₇₁0 2₈.₉ ₆₇₈ 2₇.3

全 国 20₆,3₅4 ₁₈₈.₉ 4₈,₆₁0 43.₅ 22,332 20.₉ 32,₉₇3 30.0

表 g − 1 　広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（男性、2008年）

全 部 位 肺 胃 肝 臓

死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 3,220 ₉4.3 4₆₁ ₁2.₈ 4₁3 ₁₁.₅ 33₆ ₈.₈

全 国 ₁3₆,₆0₉ ₉4.2 ₁₈,23₉ ₁₁.₇ ₁₇,₁₈₇ ₁₁.0 ₁₁,333 ₇.0

結 腸 膵 臓 乳 房 胆嚢・胆管

死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 3₁0 ₈.0 2₉3 ₇.₉ 2₆4 ₁₁.₅ ₁₈₈ 4.3

全 国 ₁4,322 ₈.₆ ₁2,2₇3 ₇.₉ ₁₁,₇₉₇ ₁₁.₉ ₉,004 4.₉
資料）人口動態統計　　　　　　　　　　　注）死亡率は人口 10 万対、1985 年日本モデル人口で調整

＊広島県のがん登録（平成20年集計）、平成24年 3 月　より引用

表 g − 2 　広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（女性、2008年）
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8 .（参考）　悪性腫瘍の主要部位別登録数・登録割合の経年変化（1993～ 
2008年）

図 h − 1 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の経年変化（男性）
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表 h − 1 　悪性腫瘍の主要部位別登録数と割合　（男性、1993～2008年）

胃 結 腸 肺 肝 臓 食 道 前立腺 直 腸 膀 胱 リンパ腫 皮 膚 腎 その他 合 計

₁₉₉3
₁,₇43 ₉₈0 444 2₅₈ ₁₇₇ 300 ₅3₉ 3₁2 ₁3₅ ₁₆3 － ₈₆₈ ₅,₉₁₉
（2₉.4）（₁₆.₆） （₇.₅） （4.4） （3.0） （₅.₁） （₉.₁） （₅.3） （2.3） （2.₈） 　 （₁4.₇）（₁00.0）

₁₉₉4
₁,₉₅3 ₁,2₆₉ 432 223 2₁₅ 32₁ ₆3₁ 34₁ ₁3₅ － ₁4₁ ₈₇₉ ₆,₅40
（2₉.₉）（₁₉.4） （₆.₆） （3.4） （3.3） （4.₉） （₉.₆） （₅.2） （2.₁） 　 （2.2）（₁3.4）（₁00.0）

₁₉₉₅ ₁,₉0₇ ₁,2₆₆ 4₁₈ 23₆ 22₆ 3₅₉ ₆4₇ 3₇2 － ₁₇₇ ₁4₅ ₉0₅ ₆,₆₅₈
（2₈.₆）（₁₉.0） （₆.3） （3.₅） （3.4） （₅.4） （₉.₇） （₅.₆） （2.₇） （2.2）（₁3.₆）（₁00.0）

₁₉₉₆
₁,₉₇2 ₁,3₉2 42₉ 2₇₉ 2₁₈ 40₅ ₆₉₉ 40₉ － ₁₇₉ ₁₇₁ ₉₁₆ ₇,0₆₉

（2₇.₉）（₁₉.₇） （₆.₁） （3.₉） （3.₁） （₅.₇） （₉.₉） （₅.₈） （2.₅） （2.4）（₁3.0）（₁00.0）

₁₉₉₇
₁,₆20 ₁,33₇ 4₅₅ 2₇₇ 20₈ 3₇₅ ₆33 3₆3 － － ₁₅4 ₁,₁₁₅ ₆,₅3₇
（24.₈）（20.₅） （₇.0） （4.2） （3.2） （₅.₇） （₉.₇） （₅.₆） （2.4）（₁₇.₁）（₁00.0）

₁₉₉₈
₁,₆₉₉ ₁,32₅ ₅₁0 2₇₈ 22₆ 4₅0 ₆₆0 3₇₆ － ₁₈3 － ₁,20₉ ₆,₉₁₆
（24.₆）（₁₉.2） （₇.4） （4.0） （3.3） （₆.₅） （₉.₅） （₅.4） （2.₆） 　 （₁₇.₅）（₁00.0）

₁₉₉₉
₁,₈₈₈ ₁,2₉4 ₅₇₈ 2₉₅ 2₆₈ ₅₇₆ ₆4₆ 3₈₆ ₁₈₆ － ₁₈₆ ₁,03₁ ₇,334
（2₅.₇）（₁₇.₆） （₇.₉） （4.0） （3.₇） （₇.₉） （₈.₈） （₅.3） （2.₅） （2.₅）（₁4.₁）（₁00.0）

2000
₁,₇2₈ ₁,₁₉0 ₅₈₉ 232 24₅ ₆0₅ ₅₈4 3₈₈ － ₁₆3 ₁₆4 ₉₉2 ₆,₈₈0
（2₅.₁）（₁₇.3） （₈.₆） （3.4） （3.₆） （₈.₈） （₈.₅） （₅.₆） 　 （2.4） （2.4）（₁4.4）（₁00.0）

200₁
2,0₁₆ ₁,34₆ ₅₇₅ 24₆ 2₈₉ ₇0₈ ₆₆₅ 4₁3 ₁₈₇ ₁₉4 － ₁,0₆4 ₇,₇03
（2₆.2）（₁₇.₅） （₇.₅） （3.2） （3.₈） （₉.2） （₈.₆） （₅.4） （2.4） （2.₅） 　 （₁3.₈）（₁00.0）

2002
₁,₈₉₅ ₁,2₆₉ ₆0₈ 2₈3 2₉₇ ₉2₉ ₆33 42₅ 22₇ － ₁₉₁ ₁,03₉ ₇,₇₉₆
（24.3）（₁₆.3） （₇.₈） （3.₆） （3.₈）（₁₁.₉） （₈.₁） （₅.₅） （2.₉） 　　 （2.4）（₁3.3）（₁00.0）

2003
₁,₆3₈ ₁,2₁4 ₅₆0 24₈ 2₅₅ ₁,₁₈₆ ₆40 422 － ₁₇₅ ₁₇4 ₁,00₈ ₇,₅20

（2₁.₈）（₁₆.₁） （₇.4） （3.3） （3.4）（₁₅.₈） （₈.₅） （₅.₆） （2.3） （2.3）（₁3.4）（₁00.0）

2004
₁,₇2₅ ₁,₁₇₉ ₆₁4 24₉ 3₁0 ₁,0₈₅ ₆2₁ 4₈2 2₁₆ － 222 ₁,0₇4 ₇,₇₇₇
（22.2）（₁₅.2） （₇.₉） （3.2） （4.0）（₁4.0） （₈.0） （₆.2） （2.₈） （2.₉）（₁3.₈）（₁00.0）

200₅
₁,₈₈₆ ₁,3₁4 ₇₁4 2₈₇ 3₁3 ₁,₁₁₆ ₆42 ₅₁₈ 23₆ － 230 ₁,2₆₅ ₈,₅2₁
（22.₁）（₁₅.4） （₈.4） （3.4） （3.₇）（₁3.₁） （₇.₅） （₆.₁） （2.₈） （2.₇）（₁4.₈）（₁00.0）

200₆
₁,₈0₆ ₁,40₆ ₆₇4 302 320 ₁,2₅₁ ₇₆2 ₅2₁ 2₆4 － 2₆₁ ₁,2₉4 ₈,₈₆₁
（20.4）（₁₅.₉） （₇.₆） （3.4） （3.₆）（₁4.₁） （₈.₆） （₅.₉） （3.0） （2.₉）（₁4.₆）（₁00.0）

200₇
₁,₉₉₉ ₁,3₇3 ₇₅₇ 2₉2 3₆3 ₁,₁₇₉ ₇30 ₅₆4 2₉₈ － 2₉₁ ₁,3₅₆ ₉,202
（2₁.₇）（₁4.₉） （₈.2） （3.2） （3.₉）（₁2.₈） （₇.₉） （₆.₁） （3.2） （3.2）（₁4.₇）（₁00.0）

200₈
2,₁₅₆ ₁,₅₁4 ₈3₈ 2₉₈ 3₆₅ ₁,223 ₇₅2 ₆0₇ 2₇4 － 340 ₁,4₇2 ₉,₈3₉
（2₁.₉）（₁₅.4） （₈.₅） （3.0） （3.₇）（₁2.4） （₇.₆） （₆.2） （2.₈） （3.₅）（₁₅.0）（₁00.0）

上位 10 部位について集計した。「－」の登録数はその他に含まれる。
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図 h − 3 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の経年変化（女性）
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図 h − 4 　悪性腫瘍の部位別登録数の割合の経年変化（女性）
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表 h − 2 　悪性腫瘍の主要部位別登録数と割合　（女性、1993～2008年）

胃 結 腸 肺 直 腸 乳 房 子宮体部 子宮頸部 甲状腺 皮 膚 卵 巣 リンパ腫 その他 合 計

₁₉₉3
₈₇0 ₆₈₇ ₁₅₆ 2₇4 ₇23 ₁₅3 4₆₈ ₁₅₅ ₁4₉ ₁₆₈ － ₈42 4,₆4₅

（₁₈.₇）（₁4.₈） （3.4） （₅.₉）（₁₅.₆） （3.3）（₁0.₁） （3.3） （3.2） （3.₆） （₁₈.₁）（₁00.0）

₁₉₉4
₈₈₅ ₆₈3 ₁4₈ 3₁3 ₆₈0 ₁₅₈ 4₆₆ ₁₉₆ ₁44 ₁₆3 － ₇₉3 4,₆2₉

（₁₉.₁）（₁4.₈） （3.2） （₆.₈）（₁4.₇） （3.4）（₁0.₁） （4.2） （3.₁） （3.₅） （₁₇.₁）（₁00.0）

₁₉₉₅ ₈₈0 ₇33 ₁₇₆ 33₅ ₆₆₇ ₁₇3 43₅ ₁₇₅ 202 ₁₇₅ － ₈3₁ 4,₇₈2
（₁₈.4）（₁₅.3） （3.₇） （₇.0）（₁3.₉） （3.₆） （₉.₁） （3.₇） （4.2） （3.₇） （₁₇.4）（₁00.0）

₁₉₉₆
₉₁2 ₇₈₉ ₁4₁ 3₆4 ₆₇4 ₁₈3 4₈0 ₁₈2 ₁₇3 ₁₇₇ － ₉33 ₅,00₈

（₁₈.2）（₁₅.₈） （2.₈） （₇.3）（₁3.₅） （3.₇） （₉.₆） （3.₆） （3.₅） （3.₅） （₁₈.₆）（₁00.0）

₁₉₉₇
₇₇0 ₇3₆ ₁₇₅ 330 ₇₅₇ ₁₅₉ 44₇ ₁₇4 ₁₇₈ ₁₅₅ － ₉30 4,₈₁₁

（₁₆.0）（₁₅.3） （3.₆） （₆.₉）（₁₅.₇） （3.3） （₉.3） （3.₆） （3.₇） （3.2） （₁₉.3）（₁00.0）

₁₉₉₈
₇2₇ ₈3₁ 20₉ 3₇3 ₈3₉ ₁₅3 3₈₉ ₁₇0 ₁₇2 ₁3₆ － ₉₈₁ 4,₉₈0

（₁4.₆）（₁₆.₇） （4.2） （₇.₅）（₁₆.₈） （3.₁） （₇.₈） （3.4） （3.₅） （2.₇） （₁₉.₇）（₁00.0）

₁₉₉₉
₈₆₈ ₈4₅ 23₉ 3₈₁ ₈₅0 ₁₈₁ 42₅ ₁₉₅ ₁₇₆ ₁₆₁ － ₉₅4 ₅,2₇₅

（₁₆.₅）（₁₆.0） （4.₅） （₇.2）（₁₆.₁） （3.4） （₈.₁） （3.₇） （3.3） （3.₁） （₁₈.₁）（₁00.0）

2000
₈₁4 ₇₅4 24₁ 3₅0 ₈2₇ ₁₈2 434 20₈ ₁₉0 － ₁₆₈ ₁,02₁ ₅,₁₈₉

（₁₅.₇）（₁4.₅） （4.₆） （₆.₇）（₁₅.₉） （3.₅） （₈.4） （4.0） （3.₇） （3.2）（₁₉.₇）（₁00.0）

200₁
₉₁₆ ₈₇₈ 2₆₇ 3₆4 ₉2₈ 220 4₆₈ ₁₉₈ 22₈ ₁₇₈ － ₁,0₁₆ ₅,₆₆₁

（₁₆.2）（₁₅.₅） （4.₇） （₆.4）（₁₆.4） （3.₉） （₈.3） （3.₅） （4.0） （3.₁） （₁₇.₉）（₁00.0）

2002
₈₆₈ ₉0₅ 2₉₉ 3₆₅ ₉24 200 40₁ 20₁ 20₉ ₁₆₉ － ₁,033 ₅,₅₇4

（₁₅.₆）（₁₆.2） （₅.4） （₆.₅）（₁₆.₆） （3.₆） （₇.2） （3.₆） （3.₇） （3.0） （₁₈.₅）（₁00.0）

2003
₈44 ₇₈₈ 2₆2 330 ₉20 ₁₆₈ 3₅3 ₁₈0 ₁₇₆ ₁₅₁ － ₉₅₉ ₅,₁3₁

（₁₆.4）（₁₅.4） （₅.₁） （₆.4）（₁₇.₉） （3.3） （₆.₉） （3.₅） （3.4） （2.₉） （₁₈.₇）（₁00.0）

2004
₇4₈ ₇₉₇ 3₁₇ 344 ₁,₁0₉ 202 430 2₁2 2₁₆ － ₁₈₇ ₁,0₉₆ ₅,₆₅₈

（₁3.2）（₁4.₁） （₅.₆） （₆.₁）（₁₉.₆） （3.₆） （₇.₆） （3.₇） （3.₈） （3.3）（₁₉.4）（₁00.0）

200₅
₈₅2 ₉₉₇ 3₇₅ 3₉4 ₁,2₅2 24₅ 4₆₆ 2₇0 23₆ － ₁₉₅ ₁,₁₈₅ ₆,4₆₇

（₁3.2）（₁₅.4） （₅.₈） （₆.₁）（₁₉.4） （3.₈） （₇.2） （4.2） （3.₆） （3.0）（₁₈.3）（₁00.0）

200₆
₈4₈ ₁,0₁₁ 33₈ 422 ₁,34₇ 23₇ 4₆₇ 3₁0 203 － 22₇ ₁,2₅₈ ₆,₆₆₈

（₁2.₇）（₁₅.2） （₅.₁） （₆.3）（20.2） （3.₆） （₇.0） （4.₆） （3.0） （3.4）（₁₈.₉）（₁00.0）

200₇
₉03 ₁,02₆ 42₁ 400 ₁,₆0₁ 24₉ 4₈3 3₆0 － 2₁₆ 23₁ ₁,304 ₇,₁₉4

（₁2.₆）（₁4.3） （₅.₉） （₅.₆）（22.3） （3.₅） （₆.₇） （₅.0） 　 （3.0） （3.2）（₁₈.₁）（₁00.0）

200₈
₉4₇ ₁,₁0₉ 44₉ 4₅3 ₁,₇₈2 2₇4 ₅₁₁ 4₁0 2₈₅ － 23₆ ₁,400 ₇,₈₅₆

（₁2.₁）（₁4.₁） （₅.₇） （₅.₈）（22.₇） （3.₅） （₆.₅） （₅.2） （3.₆） 　 （3.0）（₁₇.₈）（₁00.0）

上位 10 部位について集計した。「－」の登録数はその他に含まれる。


	06
	99扉06

	report36.pdf.0000000013
	06_2008年データ

	report36.pdf.0000000014
	report36.pdf.0000000015
	report36.pdf.0000000016
	report36.pdf.0000000017
	report36.pdf.0000000018
	report36.pdf.0000000019
	report36.pdf.0000000020
	report36.pdf.0000000021
	report36.pdf.0000000022
	report36.pdf.0000000023
	report36.pdf.0000000024
	report36.pdf.0000000025
	report36.pdf.0000000026
	report36.pdf.0000000027
	report36.pdf.0000000028
	report36.pdf.0000000029
	report36.pdf.0000000030
	report36.pdf.0000000031

